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北大水産業報
25(3)，211-214. 1974. 

カンキヨウカジカ CottU8hαngiongensis Moriの産卵期の

雄成魚にみられる腎臓肥大

後 藤 晃*

Hypertrophy of the Kidney of the Male Freshwater Sculpin， 
Cottus hangiongensis Mori in the Spawnin~ Period 

A恒raGOTO事

Abstract 

The kidney of the m晶lefreshwa句:rsculpin be∞mes hyper位。'phiedduring 
もhesp晶wningperiod. The renal tubules of this kidney晶rehypertrophied， and 
con匂泊 periodic晶cid-Schiffpo自itivem抗erial自. The m晶lefish h品吋ngsuch 晶
hyperもrophiedki血 eyis not found in the seωons exω:pt抗出Bもimeof spawning， 
and the renal tubules品陀品位ophicin comparison wi池山oseofぬekidney of the 
male fish ωught的 theもimeof昭島，wning. Whenもheki血eybecomes hyper-
trophied，もhe旬白色isbecomes also晶ctive. From the f:晶ct自 statedabove，もheki，血.ey
funcもionsupposedly h制組 impor旬凶 rolein the spawning behavior. 

緒 言

Mobius1)が，トゲウオ類において，その産卵期の雄成魚Ir.腎臓の肥大が起る ζとを報告して以来，

ζの事実は多くの研究者の注目すると乙ろとなっTこ2-5)。彼等は，腎臓肥大が精巣の発達に伴なって

起る ζと， および産卵時の営巣の際に使用される粘液物質が腎臓中で産生される乙とを明らかにし

た。しかし， ζのような現象は， トゲウオ類を除いては知られていない。著者は，今回，北海道南部

の諸河川Ir.広く棲患、するカンキョウカヲカ Cottushangiongensisの雄成魚の腎臓が産9糊に肥大し，
PAS陽性の粘液物質を産生するととを確かめたので報告する。本文に入るに先立ち，本研究11:当って

懇篤なる指導と校関の労をとられた北海道大学水産学部浜田啓吉教授，小野里坦助手並ぴに指導，助

言を頂いた同大学水産学部山崎文雄博士に心より感謝する。

材料及び方法

材料として用いたカンキョウカクカは， 1972年4月から 1973年4月までに北海道渡島支庁当別町

大当別川で三角網を用いて捕獲した171個体(体長29.8-112.4mm)である。乙れらの標本の中から

1972年6月， 8月， 12月及ぴ翌年4月に下流域で採集された雌成魚16個体(体長 56.9-99.2mm)と

雄成魚16個体(体長 73.1-111. 8 mm)をとり出し，体重Ir.対する腎臓の重量比及ぴ生殖腺熟度指数

(生殖腺重量/体重x100)を調べた。また，それらの腎臓をブアン氏液で固定・脱水後，ティッシュマ

場北海道大学水産学部発生学遺伝学講座
(L晶，boraω'ryof Embryology阻 dGenetics， Faculも'yof Fisheriω， Hokkaido Univ，嗣ity)
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ット11:包埋し， 10 l'の連続切片を作製， Delafieldのヘマトキシリン・エオシンによる二重染色を施

して組織観察を行った。また，中性粘液多糖類検出のために過沃素酸シッフ染色 (PAS)を行って観

察した。

結果

カンキョウカジカの腎臓は，頭腎部を除き左右両腎が接合した形をしており，雄成魚では，産卵期

(4月中旬-5月上旬)に，その中腎部が著しく肥大するのが見られた(図版 1，1および3)。一方，

雌成魚ではι腎臓にそのような肥大が見られなかった(図版1，2および4)。そ ζで，雄成魚につい

て，季節毎の体重に対する腎臓の重量比をとり図111:示した。その結果，重量比は産卵期 (4月)及ぴ

6月で最も高く (4月:0.6496， 6月:0.6896)， 8月 (0.4896)で最も低かった。一方12月では，

それらの中間的な値 (0.5496)を示した。
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Text.盆.g.l. Seasonal changes in kidney weight， represented by kidney somato index. 

光顕による組織観察の結果，産9糊の雄成魚の腎臓は，著しく肥厚した細尿管によってみたされて
いる ζとが解った(図版11，5)。一方， 6月の雄成魚の腎臓は，産卵期と同様，体重K対する高い重

量比を示したにもかかわらず，やや萎縮した細い細尿管によってみたされていた(図版1I， 7)。最も

低い重量比を示した 8月では， 6月の場合より一層萎縮した細尿管によってみたされていた(図版11，

8)。また， 12月の雄の腎臓は， 産卵期に向って肥厚の過程にあると恩われる，やや太い細尿管によ

ってみたされていた(図版11，9)。ζれに対し，雌成魚では，細尿管は副聞においても雄iとみられ

た肥厚は起らず(図版11，6)，細尿管の太さの季節的変化がみられなかった。そ ζで，各季節毎K，

雄成魚の腎臓の近位細尿管第二部の上皮細胞の高きを計測したととろ， 4月:261'， 6月:171'， 8月:

131'， 12月:20 l' という値を示した(図2)。そして， ζの細尿管の上皮細胞の高さの季節的変化

は， ほ 1~ ， ζ れらの雄成魚の精巣の生殖腺熟度指数の季節的変化と平行的 11:起る ζ とが認められた

(図2)。
PAS染色K対しては，産9糊の雄の腎臓では，近位細尿管第二部の上皮細胞の内壁部，遠位細尿管
の内腔および輸尿管の内陸IC強い PAS陽性物質が認められた(図版11，lO)o 6月の雄の腎臓でも， 4 

月の雄の場合と同様PAS陽性物質が同じ部位に認められたが，その染色性はやや減少していた(図版

11， 12)0 8月の雄の腎臓には， PAS陽性物質がまったく認められなかった(図版11，13)。さらに12月

の雄の腎臓では，再び4月にみられたように近位細尿管第二部の上皮細胞の内壁部11:PAS陽性物質
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GOTO; Hype巾 ophyof the kidney of色hefreshw蜘 rsculpin 

4.0 

" 3.2 也

] 

2.4 、zM 旬s ~ 
泊・・

~ Aλ 
互
1.6 .: 

-可~
、ー... 30 

0.8 巳ED 』。

ω 腕-z u 

さ 20
dト=ー

10 

Apr. May June July Aug. Sep. Oct. Nov. Oec. 

Month 

Tex凶.g.2. Se湖 onalcha且gesin thickness of ki血.eytubules (in the second p帥 ofthe 
proximal convoluted自egmenも)， and in gonad index of品dulもmales.
o A verage of thic1組側目 ofkidney tubule唱
• A verage of gonad index 

が認められた(図版 U，14)。ただ，遠位細尿管の内腔及ぴ輸尿管の内腔には PAS陽性物質は認めら

れず，乙の点が4月の場合と異なった。一方，雌の腎臓では，産卵期を含む周年を通して PAS陽性

物質がまったく認められなかった(図版U，11)。

考察

ζれまで魚類において，副糊の雄成魚の腎臓肥大については， トゲウオ類を除いては知られてい

ないが，本研究からカンキョウカヲカでも，トゲウオ類と同様に，産卵期K雄成魚の腎臓が肥大する

ζとが明らかになった。

カンキョウカヲカの雄成魚の腎臓は，産卵期にその体重K対する重量比が高くなり，逆11:8月では，

その重量比は最低値を示した。産卵期の肥大した腎臓は著しく肥厚した細尿管によってみたされてお

り，一方， 8月の萎縮した腎臓では，著しく萎縮した細尿管によってみたされていた。乙れらの結果

は，産卵期における本種の雄成魚の腎臓の肥大が， それを構成する細尿管の著しい肥厚によって起る

ことを示している。なお， 6月の腎臓が，産卵期と同様に高い重量比を示したにもかかわらず，組織

学的には，細尿管がわずかに萎縮し，産9醐に比べて， その径が減少している結果を示したζとにつ
いては，産卵期後，体重の減少(肥満度の低下)が起り，そのために高い重量比となって現われたも

のと考えられる。

PAS染色による組織化学的結果は， 産9糊の肥大した腎臓で， PAS陽性の粘液物質が産生きれて
いる ζとを示している。粘液物質の産生部位については，産9聞の腎臓で近位細尿管第二部の上皮細
胞の内側部が強い PAS陽性を示したζとから，乙の部位であろうと考えられる。また， ζの部位11:

続く遠位細尿管および輸尿管の内陸中に pAS陽性物質がみられたζとから， 産生された粘液物質は

ζれらの管内を通り，体外に放出されているものと予想される。なお， Mobius1>， Borcea'めは既K.

トゲウオ類について，その産卵期における雄の腎臓肥大が細尿管の肥厚によって起る ζと，そして肥

厚した細尿管の上皮細胞が分泌穎粒によって充満されるという事実を報告しているが， カンキョウカ

ヲカの雄の場合も ζれとよく類似している。
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とζろで， ζのようなカンキョウカジカの産9糊における雄成魚の腎臓肥大を引き起す機構につい
ては，現在のと乙ろまだ明らかにされていないが，①腎臓の細尿管の肥厚が精巣の成熟過程と平行的

IL起る乙と，および①トゲウオ類では，精巣を除去すると腎臓の肥大が起らない%の乙とを考え併

わせると，カンキョウカヲカの場合も， トゲウオ類と同様に， その雄成魚の腎臓肥大が精巣の発達i己

依存していると予iJllJされる。さらに，肥大した腎臓で産生される粘液物質が，産9糊 Kトゲウオ類の
ような営巣行為を行わない本種で，どのような役割を有するかは，興味ある問題といえよう。現在の

と乙ろ充分な論議は出来ないが，著者は ζれまでに， カンキョウカヲカ以外K同属のハナカヲカ

Cottus nozawae においても，産卵期の雄成魚IL同様の腎臓肥大が起ることを観察していることから，

ζの属K共通する特異な産卵習性7ル一例えば，雄1尾i乙対し複数雌が産卵する ζ と，卵が石の下面IL

塊状K付着して産みつけられること，産卵後雄tとより卵が保護される乙と等との関係で，何らかの役

割を有しているのかもしれないと考えている。

要約

1) 北海道産淡水カヲカのl種カンキョウカヲカ Cottushangiongensis Moriの雄成魚の腎臓が産

9糊 K肥大する ζ とが見いだされた。一方，雌成魚では産9聞においても ζのような腎臓の肥大はみ
られなかった。

2) 雄成魚の腎臓肥大は， それを構成する細尿管が著しく肥厚する乙とによって起る ζ とが判っ

fこ。

3) 肥大した腎臓では，近位細尿管第二部で PAS陽性の粘液物質が産生きれ，輸尿管を通して体

外に放出される乙とが示唆された。

4) ζのような雄の腎臓肥大は，その精巣の成熟過程と平行的K起る ζとが判った。
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Explanation of Plates 



PLATE 1 

Fig. 1. Adulもmaleof Cottua h品叫gio叫gen8i8t乱.kenfrom the Daitobe旬uRiver on April 7， 
1973. Body length 97.1 mm. 

Fig. 2. Adult female of C. hα叫gio~ザ側8i8 taken from七heDaitobetsu River on April 7， 
1973. Body length 99.2 mm. 

Fig. 3. Kidney of the adult m乱lefish (B.L. 91.6 mm) obtained on April 11， 1973. 
Fig. 4. Kidney of the adult female fish (B.L. 95.5 mm) obtained on April 11， 1973. 



Bull. Fac. Fish. Hokkaido Univ. 25(3) PLATE 1 
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GOTO: Hypertrophy of the kidney of the freshwater sculpin 



PLATE II 

Microphotographs ofもheki血eysof O. hangio吋側8i8.

Fig.5. Ki血eyof a m乱Iefish (B.L. 98.7 mm) ob句inedin仕1espawning period (ApriI 11， 
1973). H・E. x 180. 

Fig.6. Ki也1eyof晶 femalefish (B.L. 70.3 mm) obtained in the日p乱wningperiod (ApriI 11， 
1973). H-E. x 180. 

Fig. 7. Kidney of a male fish (B.L. 96.6 mm) obtained on J世田 1，1972. H・E. x180. 
Fig. 8. Kidney of a male fish (B.L. 85.6 mm) obtained on August 18， 1972. H・E. x180. 
Fig. 9. Ki命1eyof a male fish (B.L. 85.3 mm) obtained on December 23， 1972. H-E. 
x180. 

Fig. 10. Kidney of the闘 mefish showed in Fig. 5. P AS. x 180. 
Fig. 11. Kidney of the same fish showed in Fig. 6. PAS. x 180. 
Fig. 12. Kidney of the自amefish showed in Fig. 7. PAS. x 180. 
Fig. 13. Kidney of the s品mefish showed in Fig. 8. P AS. x 180. 
Fig. 14. Kidney of the same fish showed in Fig. 9. PAS. x 180. 
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GOTO: Hypertrophy of the kidney of the freshwater sculpin 
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